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関 係 法； d寸bヨ、．

（皇官官） （喜官官）
法 律 る省令 （文部33) 5 . 17  

o昭和4 2年度以後 におけ る 国家公務員等 規 則

共 済組合等からの年金の額の改定に関 0人事院規則 （災害を受け た職 員の福祉施

する法律等の一部を改正する法律（35) 5 . 22 設） の一部を改正する規則 （人事院16 一

政 令 3 ) 5 ・31

o国家公務員等共済組合法施行令等の一 告 示

部を改正する政令as2 5 . 22 o無線従事者国家試験の一部を免除する学

省 令 校等として 認定した件の一部を変 更する

0学校保健統計調査規則 の一部を改正す 件 （郵政361 ) 5 . 17 

学 内 規 則

富山大 学経営短期大学部 学則の一部改正

富山大学経営短期大学部学則の一部を改正する学則

を次のとおり制定する。

昭和田年 5月17日 富山大学経営短期大学部

学長 柳田 友道

富山大学経営短期大学部学則の一部 を 改正す る学則

富山大学経営短期大学部学則 （昭和34年4月 1 日 制

定） の一部を次のよう に改正する。

第37条中「6,0 0 0 円」 を「7 , 0 0 0 円」 に改める。

附 則

1 この学則は， 昭和59年 5月17日から施行し， 昭和

59年4月1 日から適用する。

2 昭和5 9年度 において入学し た聴講生 に係る授業料

の額は昭和59年度 に限り， 前期 （4月 l 日 から 9月

30 日までをい う。 ） にあっては l 単位 に相当する授

業 について 6,0 0 0 円とし， 後期 （10月 1 日 から翌年

の 3月 31日までをい う。 ） にあっては1単｛立 に相当

する授業 につい て 7 , 0 0 0 円とする。

砂富 山 大学経営短期大学部学則 の改正理由

国立学校 における聴講生の授業料の額が改訂された

こと に伴い 関係条文を改める。

富山大学学則の全部改正に伴う関係規則

等を整理する規則の制定

富 山 大学学則の全部改正 に伴う関係規則等を整理す

る規則 を次のとおり制定する。

昭和59年6月 1 日 富山大学長 柳田 友道

富山大学学則の全部改正に伴う関係規則

等 を整理す る規則

（文書決裁規則の一部改正）

第 l条 富山大学文書決裁規 則 （昭和48年12月21日制

定） の一部を次の よう に改正する。

別表第 2 （学部， 教養部， 附 属 図 書館関係 ） の18

及び19 中「専攻生， 」を削る。

（事務分掌内規の一部改正）

第 2 条 富山大学事務分掌内規 （昭和39年 2月10 日 制

定 ） の一部を次の よう に改正する。

第6条教務係（7） 及び 第 8 条第 1 J買の学務係（22 ）中「専

2 



� 寺ー昭和59年6月1日発行

攻生， 」を削 る。

（債権管理事務取扱要項の一部改正 ）

第 3条 富山大学債権管理事務取扱要項 （昭和53年9

月20 日制定） の一部を次のよう に改正する。

別表の1歳入金 に係る債権及 び別紙第 5号書 式の

備考 6 中「， 専攻生」を削る。

附 則

この規 則 は， 昭和59年6月l 日から施行し ， 昭和59

年4月 1 日から適用する。

砂富山大学学則の全部改正 に伴う関係 規則等を 整理

する規則の制定理由

富山大学学則の全部改正 に伴い ， 所要事項を改める。

富山大学電気工作物保安規則等の

一部改正

富山大学電気工作物保安規 則等の一部を改正する規

則を次のとおり制定する。

昭和59年6月 1 日 富山大学長 柳田 友道

報 第247号

富山大学電気工作物保安規則等の一部 を 改正す る規則

（ 富山大学電気工作物保安規則の一部改正 ）

第l 条 富山大学電気工作物保安規 則 （昭和41年 3月

15日制定 ） の一部を次のよう に改正する。

別表第l 中

「 長肩京妄｜
を

「

尾瓦瓦瓦i」 ←つ五品る。

（ 富山大学職員健康安全管理規 則の一部改正）

第2条 富山大学職員健康安全管理規 則 （昭和51年10

月 1 日制定） の一部を次のよう に改正する。

別表第l 中

｜施設課長｜設備係長｜ を

「

附 則

この規 則は ， 昭和59年6月 1 日から施行する。

砂富山大学電気工作物保安規則等の一部を改正する

規則の制定理由

施設課の業務をより合理的 に推 進するため， 同課の

事務組織を繋備すること に伴い ， 関係条文を改める。

諸 議AQ
一A

富山大学情報処理センタ ー設置準備委員会（ 5月 2日 ）

（審議事項）

(1）情報処理セン タ ー設置準備 について

計算機センタ 一運営委員会（ 5月 7 日 ）

（報告事項）

(1）業務報告

（審議事項）

(1）昭和59年度運営費予算案 につい て

(2） 広報 ・ 教育小委員会委員の選出 につい て

(3）特別設備費の要求につい て

授業料等減免選考委員会（ 5月 14日 ）

（審議事項）

(1）昭和59年度前期分授業料免除 について

昭和59年度第2回補導協議会（ 5月14日 ）

（報告事項）

(1）補導協議会委員 につい て

（審議事項）

( 1 ）第29回大学 祭 につい て

(2）富山大学課外活動 共 用施設規 則（案）等 につい て

（継続審議 ）

昭和59年度第2回附属図書館商議会（ 5月 15日 ）

（報告事項）

(1）北信越地 区 国立大学図書館協議会 につい て

（審議事項）

(1）昭和59年度附属 図 書館運営費 につい て

(2）昭和59年度概算要求 （案 ） につい て

(3）休館 につい ての特別措置

昭和59年度第1回入学試験管理委員会（ 5月 15 日 ）

（報告事項）

(1）昭和59年度入学状況 について

（審議事項）

- 3 -
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(1）昭和60 年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴う

基 本方針につい て

報 第247号

(4）学生の動向につい て

（審議事項）

(1）昭和60 年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴う

昭和59年度第1回入学者選抜方法研究委員会専門委員

会（ 5月18臼）

（審議事項）

基本方針につい て

(2）入学式々場について

(1）入学者選抜方 法の改善に伴う昭和58年度以降の調

査研究事項について

昭和59年度第2回学園ニュース編集委員会（ 5月24日）

（審議事項）

昭和59年度第2回評議会（ 5月18 日 ）

（報告事項）

(1）遼寧大学との学術交 流の締結について

(2）昭和60 年度概算要求基 本方針について

(3）大学祭 及び体育祭につい て

学

( 1 ） 第4 5号学園ニュース の編集につい て

富山大学構内交通対策委員会（ 5月25 日 ）

（審議事項）

(1）工学部 移転 に伴う暫定駐車 施設につい て

事

昭和59年度科学研究費補助金交付内定者

研 究 代 表 者

研究 種目

所 属 官 職 氏 名

エ（ネエルギー特別）研
究 ネルギー（2) 工学 部 教 授 塚島 寛

II 
理学 部 助 手 高安 紀

（核融合） (2) 

特定研究（2) 教養部 助教授 森 克徳

総合研究
A 理学 部 教 授 堀越 叡

一般研究 A II II II 

II II 広岡 公夫

一般研究 B 人文学部 II 秋山 進午

教養部 II 河野 昭一

一般研究 C 人文学部 助教授 佐藤 進

教育学部 教 授 浅田 実

II II 林 良重

II 助教授 横山 泰行

II II 奥村義雄

-
4 -
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層構造

配分予定 額 （千円）

昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度

2,0 0 0  。 。

2,90 0 。 。

4 ,0 0 0  。 。

3,50 0 。 。

1,0 0 0  。 。

21,80 0 2,80 0 1 ,80 0 

90 0 80 0 。

4 ,30 0 90 0 90 0 

80 0 。 。

70 0 。 。

1,60 0 。 。

60 0 。 。

1,0 0 0  。 。
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一般研究 C 理学部 教 授 小黒 千足

II 助教授 川崎 一朗
II II 関口 健

II II 小畑 正明

教養部 教 授 岩田 弘

奨励 研究
A 教育学部 II 浅沼 照雄

II 助教授 山西 潤ー

II 講師 神川康子

経済学部 助教授 飯田 剛史

理学部 II 久保 文夫

II II 道端 望号

II 助 手 竹内 章

II 文部技官 小松美英子

工学 部 助教授 五嶋 孝仁

II 文部技官 丹保 豊和

教養部 助教授 石川 義和
II II 北村潔和

学 報
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寺

生
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実
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ミオシンA TPas こついて
石灰

電
質深海堆積物共の熱ルミ年
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作
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の持

中

久性

血流
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す
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動 的

業 の 量 に 及ぼ 影

1 ,300 

500 

1,200 

1,000 

900 

1,000 

800 

800 

900 

1, 1 00 

900 

900 

900 

1,000 

900 

1 ,000 

900 

昭和59年度科学研究費補助金申請・採択状況

よごと
人文学部 教育学部 経済学部 理学部 工学部 教養部

トリチウム
科学センター

件数金額 件数金額 件数金額 件数金 額 件数金額 件数金額 件数金額

申請 1 1, 559 

がん特別研究

採択 。

自然災害特別 申請 1 1, 137 

研究 採択 。 。

エネル ギー特 別 申請 1 2, 990 

研究（エネルギ一） 採択 1 2, 000 

エネルギー特別 申請 2 6, 643 2 9, 612 

研究（核融合） 採択 1 2, 900 。

第247号

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

百十
採択事均

件数金 額

1, 559 
。

。 。

1, 1 37 
。

。 。

2,990 

100 

2,000 

4 16,255 

25 

2,900 
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申請
特 定 研 究

採択

申請
総合研究（ A)

採択

申請
総合研究（B)

採択

申請
一般研究（ A)

採択

申請
一般研究（B)

採択

申請
一般研究（C)

採択

申請
奨励研究（A)

採択

申請
試験 研 究

採択

申請
員十

採択

採 択 率 陶

(1) (900) 
1 304 

(1) (900) 
900 

3 3,861 

800 

3 3, 378 

。

(1) (900) 
9 21,543 

(1) (900) 
2 1, 700 

22 . 2  

1 1,211 

。

(1) (600) 
13 18,711 

(1) (600) 
4 3, 900 

6 6, 036 

3 2, fiOO 

(1) (600) 
21 27, 095 

(1) (600) 
7 6,filO 

33.3 

（注） （ ）内数字は継続を内数で示す。

異動 区分 発令年月日 氏 名

採 用 59. 6. 1 岡 田 勢 一

昇 任
II 

山 西 潤 一

II ＝口と
野 義 光

II 佐 伯 信 男

転 任 II 
小 林 裕
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1 2,420 1 6, 385 2 8,805 

50 

。 1 4,000 4,000 

8,799 8,799 

100 

3,filO 3,500 

1 2,000 2,000 

※未決定

(1) (1,000) (1) (1,000) 
3 43,360 43,360 
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4 3,842 (2) (1,500) 35 71,040 18 45,293 2 9,612 (4) (3,000) 
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{1,500) (3,000) 
21.7 

900 (2) 3 3, 900 5 11, 100 。 。 (4) 
12 37,000 30 61, 100 

25 24. 5 8.6 27.8 。 21. 7 ／ 

人 事 異 動

異動 前の所属官職 異 動 内 容 任命権者

文部技官（施設課） 富山大学長

講師（教育学部附属教育実践研究指導センター） 助教授（教育学部附属教育実践研究指導センタ ） 文部大臣

文部技官（施設課） 施設課 機械係長 富山大学長

II II 富山医科薬科大学業務部施設課工営係長 薬富科山大医学科長

II （富山医科薬科大学業務部施設課工営係） 文部技官（庶務部庶務課） 富山大学長
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配置換 59. 6 1 小 畑 正 明 助教授（理学部） 助教授（熊本大学理学部 ） 文部大臣

II 福 山 ｛告 施設課設備係長 施設課電気係長 富山大学長
II 

保 正 邦 久 文部事務官 （経済学部） 文部事務官（庶務部庶務課）
II 

臨時的任用 59 . 5 .  5 高 見 玲 子 教諭（教育学部附属養護学校） II 

f井 任 59 . 6 .  l 屋 敷 平 -J-H 教授（教育学部附属教育実践研究指導センター）
教育

（5
学
9

部
6

附
．
属

1
教

～
育

6
実

1
践

3
研

3
究

1
指

）
導センター長

文部大臣

II 泉 敏 郎 II 
（教育学部） 評議員（59. 6 .1 ～ 60 . 5 . 31)

II 

II 
大 塚 恵 一

II II 
評議員の併任を解除する

II 

II ノl、 林 中谷 文部技官（ 庶務部庶務課 ） 高 岡短期大学会計課 高岡短期大学長
公の

の消名称滅 II 
大 津 欽 治 教授（ 教育学部 ）

教
取

育
扱

学
を

部
免

附
ず
属

る
教育実践研究指導センタ 長事務

文部大臣

職務命令
II 

保 正 邦 久 文部事務官（庶務部庶務課）

庶
経
務

済
部

学
庶

部
務

学務
課企

係
画
教務
係教
主

務
任

企
を

画
免

主
ず

任
る

を命ずる 富山大学長
II 小 林 裕 文部技官（

II 
） 庶務部庶務 課企画係施設企画主任を命ずる II 

II 
高 島 正 信 II 

（施設課） 施設課工営係建築主任を命ずる II 

II 
佐 伯 男

II If II を免ずる II 

II 
吉 野 義 光

II II II 設備係機械主任を免ずる II 

学 内 諸 報

遼寧大学と友好学術交流協定締結

去る 5月9 日（ノド）， 富 山 第一ホ テ ルにおい て， 本学と

中華人民共和 国遼寧大学との友好学術交 流に関する協

定書の調印が行われた。 調印式 には， 本学の部局長及

び部課長， 遼寧大学から， 代表団長張 恩桐付校長，

李 建唐外事処副所長， 千 文甲講師が出席， 柳田学

長及び張付校長から， それぞれ挨拶があり， 協定書 に

署名， 協定書交換， 記念品贈呈が行われた。

本学と遼寧大学との協定提携ーまでの経過は概要次の

とおりで、ある。

本学人文学部ではかねてから， 東アジア研究セン タ

ー設置構想、との関連て二遼 寧大学との学術交 流の気運

が高 まり， 本学組織と類似する同大学と交流をはかり，

学術交流の実をあげたいという気運があったので， 中

沖県知事が一昨年9月 に遼 寧省を訪問された際， 本学

の意思を伝えていただくため， 学長から遼寧大学長あ

ての書簡を託した。

これに対し， 一昨年10 月 に遼寧大学長から， 交 流を

歓迎する旨の返書が届き， 昨年 5月に柳田学長及び本

回学生部長が同大学より招へいされ， 意見交換を行い，

提携 に向け て協議が進められていたものである。

遼寧大学代表団の一行は， 本学
諸

施設・設備及び県

内の高等教育 機関， 技術産業を視察され， 続いて， 本

学教官有志と懇談され， 相互に理解を深め， 友好親善

の実をあげて， 5月12日離富された。

（協定書に調印が終り握手を交わす）
張 付校長と柳田学長

- 7 -
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日本国富山大学 と中華人民共和国語！＼＇.�巨大学との
友好学術交流に関する協定書

学

日本国富山大学と中華人民共和国澄寧大学は． 日中両国人民の友好関

係を発展きせ．学術交流を促進させるために，平等互恵の原則に立って，

友好大学関係を結ぶことを合意し， ここに以下の協定を締結するもので

ある。

第一条 双方は次の各項に示す学術交流の実現のために努力する。

1 互いに教官， 研究員及び学生を派遣して， 教育及び研究に従事

する。

2 互いに可能な限り必要とする図書資料の交流を計る。

3 互いに協議し同意を経た上で＼その他の交流をも計る。

第二条 この協定の実現のために， 双方は緊密な協議の上． 年毎に実

施案を定める。

第三条 双方は互いの社会制度， 政治信条を尊重し， 互いの法律およ

ぴ関連規則を遵守するa

第四条 この協定は必要の生じた時には互いの協議と同意を経て改め

ることカずできる。

第五条 この協定は日本語と中国語により作成し， それぞれ同等の効

カを有するものとする。

第六条 この協定は双方の代表者の署名を経た後に効力を有する。

1 9 8 4年5 月 9日

日本国富山大学長 中華人民共和国遼寧大学校長

報 第247号

中平人民共和国江守大学勾日本国富山大学

友好学木交流協i>l.帯、

中隼人民共和国江守大学勾日本国富山大学均7bt.展中日

丙国人民的友好失系， 促ill学木交流， 双方向意在平等、 互恵

的原則基拙上， 建立友好学校失系. tれかi>I.如下
第一条 双方芦J；実現下列各l9i学木交流而努力

I 双方互派教1）市、 研究人員和学生， 到対方A人

事教学或研究．

2. 双方権据需要和可能i並行囚有資料交流，

3. 径双方協商同意遊行其右方面的交流。

第二条 苅笑現本t,JJ.i.見， 双方在密切t,JJ.商的基拙上毎年E角

定具体実施方案．

第三条 双方互相尊重対方的社会制度、 政治信仰， 遵守

対方的法律和有美規定。

第四条 本↑品以必要吋， 径双方ゆ商同意可i韮行修ex。

第五条 本↑品i>I.用中文和日文丙科文字写成。 丙朴文字有

同等放力。

第六条 本協i文径双方代表釜字后生致。

中年人民共和国iI.宇大学校長 日本国富山大学長

一九八四年五月九日

教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー長の選出

教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ーは， 昭和57

年4月に設置きれて以来およそ2 年を経過し， その間

教育学部長 （セ ン タ 一長事務取扱）のもとに， 施設の

整備充実を計ってきたが， このたび教育学部教授会は，

4月2 5日 に同セン タ ー長の選挙を行い， その結果， 屋

敷平州教授が選出された。

屋敷教授は， 昭和19年 9月京都帝国大学文学部を卒

業後， 同22 年 8月富 山 県公 立学校教員， 同38年4月富

-
8

一

山 県教育委 員会， 同 42 年4月富 山 県立高等学校長， 同

4 5年4月富 山 県教育委 員会， 同 52 年4月富山 県立高等

学校長， 同 54年11月富山 県教育委 員会教育長， 同 57年

3月同上退職後， 同 57年6月富山 大学教育学部附属教

育実践研究指導セン ター教授となり， 今 日 に至ってい

る。

専門は哲学， 富 山 県出身。
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永年勤続者の表彰

学 生 部

人文学部

教育学部

工 学 部

理 学 部

II 

II 

II 

II 

II 

II 

本学の昭和 59年度永年勤続者表彰式が， 開学記念日

の 5月3i日 （木）午前11時から事務局大会議室 におい

て行われました。

表彰式 には， 各部局長等多数 が列席され， 3 5年勤続

5 名， 20年勤続30 名の l 人 l 人 に， 柳田友道学長から

表彰状並び に記念品が贈られ， 引き続き学長の祝辞が

あり， これ に対して被表彰者を代表して教養部有 沢一

男教授から「20 年， 3 5年も勤められたのは， 家族の協

力 と皆様の援助の賜であり， 今後もより一層， 教育・

研究， 仕事 に励みたい」旨の謝辞がありました。

閉式後， 同会議室において， 永年勤続者を囲み懇談

会が催され， 和やかな雰囲気のう ち に終了いたしまし
ノ＼、居

藤力日

II 

II fこ。

（表彰された方々は，

ームー
ノ、

男

健

昌

井

田

中ー

奥

新

村

II 

II 

II 

次のとおりです。）

孝敏井
03 5年勤続 （ 5 名 ）

教育学部 藤

工 学 部 子

雄

淳

岩

博

坂石II 夫正回池

村

瀬

安

�t II 。背岡虞

有

II 

文高

高

稲

II 
男J尺教 養 部

吉

彦

治

勇

保

晋

II 平日書下山II 

'JL 

夫

誌

明

垣

i畢

回

葛

瀧

福

高

横

教 養 部

II 

II 

II 

雄

j章紫

龍

山
馬

020 年勤続 （30 名 ）

庶 務 部 岡
経 理 部 前

施 設 課 富

井＝こ本木II 回

'JL 正山附属 図書館

（昭和59年度永年勤続者表彰式の記念撮影）

夫申dじ，、岡近学 生部
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海 外 渡 航 者

渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

ドイ ツ 連邦共和 国

59 . 6. 1 

外 国 出張 理 学 部 助教授 尾島 十郎 オ ー ス ト リ ア 大環状共役化合物の合成的研

イタ リ ア 究のため

連合王 国

59. 7. 31 

植物個体群の構造と機能に関 59 5. 5 

海外研修旅行 教 養 部 教 授 河野 昭一 オ ラ ン ダ する 第 2回国 際シン ポ ジ ウ ム

に出席のため 59 . 5 14 

建 物 の 新 営

富山大学工学部機械・金属系校舎等新営工事
工 学部機械・金 属 系校舎等（管理棟， 機械 ・ 金 属系

講義 棟， 同 共通棟， 同 実験研究 棟 ） 新営工事は， 昭和

58年 3月着工され， 昭和59年3月竣工 いたしました。

0請負業者

佐藤工業株式会社

大阪電気暖房株式会社

菱機工業株式会社

日本エレベーター製造株式会社 （エレベーター）

配置図は次のとおりです。

... ... 

（建築 ）

（ 電気 ）

（設備 ）

... 
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o設置位置
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材料力学研究室
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機械系・ 実験研究 棟

機械力学
第3実験室

協 ｜戸時 ； 教官室｜ぷ研究室 ｜臨 I i:;\«1 生��＝n
科

九 1 印刷至

4[l皆 平 面図

金属系 ・ 実験研 究 棟

II 
第l実験室

j�鉄冶金
第2実験室

機械系・ 実験研究 棟

動力鉄工学
恒溢室

動力熱工学｜ II I II l動力解工学l制御機器 ｜ ” I II J申l御機器
第2教官室 ｜ 革2研究室除l教官討車 l研究室 ｜軍 2教官室 ｜第l研究室 ｜第 l 教官室｜ 車 2研究

5階平面図

金 属系 ・ 実験研究 棟

第3研究室
応用物理学
第4研究室

it用物理学
第l教官室

円／】
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機械系．実験研究 棟
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会計検査院の会計実地検査

昭和58年度の会計検査 院による会計実地 検査が， 去

る 5月10 日（木）から 5月 12 日U:)までの 3 日間本学で行わ

れました。

主任官

副 長

調査官

調査官

調査官

事務官

石野 秀世

仲村 昇

堅固 純司
深井 秀喜

卒業予定者の就職事務について

このことに関して， 学生部長から， 教職 員に対し次のとおり協力 方の依頼がありました。

就職協定について

例年大学卒業予 定者の就職事務につきましては， 大

学等1 1団体からなる就職問題懇談会において決定され

た「昭和 54年度以降の大学及び高等専門学校卒業 予 定

者のための就職事務に関する申し合わせJ， い わゆる

「就職協定」を踏まえて実施してい るところですが，

引き続き本年度も文部省大学局長から協定遵守につい

ての通知がありましたので， 教職員におかれましでも

その趣旨を御理解のうえ， 御協力 ください ますようお

願い い たします。

記

o学生に対する求人内容の

提示…
…

…
…

…・・……・・…・・
卒業 前年の 9月 10 日

以降

0求人 （求職 ） のための企

業と学生の接触開始…………卒業 前年の10月 1 日

0選考開始………………………卒業 前年の11月 1 日

シ リ ーズ「富山大学， あの日あの頃」 ( 9 ) 

〈学生会館・新樹寮建設に関する想い出〉

富大の充実発展を見るにつけて， この想い 出を綴っ

ておくことも意味があることと思い ペンを執る。 私が

学生部長を併任したのは山岳部学生の赤谷山遭難事件

があって， 大島学生部長が苦悩された後をう け つい だ

わけ になる。

初めて手がけたのは生協の設立問題であって辞表を

懐にした一年間であったがそれは別にゆずる。

あたか
第二は学生会館と統合寮の建設問題であった。 時恰

も富大の五福集 中 運動 が学内の大勢であった。 私もこ

の大勢にかんがみて学生側に立つ ての課題であった会

館及び統合寮の建設が自ら責任課題であると自覚した。

「準備期」若林厚生 課長に全国でも少い 会館と寮の資

料を集めてもらい 直接視察にも出かけた。 会館では鹿

児島大学， 岡 山 大学， 寮では国 際基督教大学 （ホーム

ルームシ ス テ ム），奈良女子大 （女子の寮の施設），京都教

富 山 大学名誉教授の会 佐々木龍作

育大（男女 同敷地 内の建設），塩野義K. K. （寮の施設）な

どなどであった。 これ等視察から得た結論として会館

は郷土色を持たせてロマンをたたえ， 限られた坪数 を

広く使える設計， 学内の 中 央に位置することなどであ

った。 寮につい ては男女同 敷地 内に設けることの決意，

明るく暖かきを感ずる施設などであった。 かくして会

館と寮の仮規程を作成し39年， 文部省に予算申請した

のである。 たまたま田 中 事務局長から次年度 予算編成

は前年の 8月 半ば頃であることを漏れ聞い た。 私はお

盆休みを返上， 上京して大学課， 厚生課に顔を出した。

私の意見は「一つのテ ス トケー ス として会館と寮の予

算を同時につけて下きるならば少くとも 5 年間 大学紛

争を起きない ように努力 する決意です。 」とい うこと

であった。 課長は 「申し出はよく分かった， 丁度今か

ら省内の予算編成会議があるので時聞の都合がつくな

Fhd
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ら省内で待機していてほしし＼ 場合によっては直接意

見を聞く必要がおこるかも知れないから」という話で

それに従う。 午後になり会議から帰った課長から「両

者同時に予算がつくことになったからしっかりやって

ほしい」 と告げられ， 躍る心を抑えて帰学し学長その

他関係者に報告した当時は忘れられない。

「建設期」会館並びに統合寮をどのように設計する

か， この構想、をめぐらすことが毎日の楽しみであった。

会館は若い学生の施設だからロマンを感ずるものにし

たいと郷倉施設課長とも幾度か話し合った。 3固にわ

たり設計 を作成して貰った。 内輪話であるが， 3回目

に課長は県民会館設計者の意見も参考 にしてっくり現

在案に到達したとのことであった。 その苦心の脈どこ

ろは全体にロマンをたたえることと， 三千名大学に許

される坪数 を如何に広〈活用出来るようなものにする

かにあった。 内部は快適な雰囲気とする為， 机や椅子

その他の調度は県内業者作製の最高のものとし， 憩い

の広間には手塚義三郎氏の静物や窪喜氏の「樺道子」な

る作品（丸山教授の推 薦）を飾り， 各部屋にもそれぞれ

小品を掲げたことが， 会館が永〈荒れないで使用され

て来た一因であると自慰している。 会館の建設場所に

ついては薬学部の向いを原案としたがこれに対しては

教養部の隣敷地 の西北隅にしろとの意見もあり数 回の

評議会で漸〈現在地 に決まった。 寮の敷地 は金屋に決

まり男女棟続きとして境界廊下に扉を造り， 開閉時間

をきめる。 使用水の井戸は鉄分多くて2本目を掘り大

分予算を狂わせた。 勿論ここまで来るには長い検討の

あったことを附記しておく。

「運営期」運営の話し合いのはじまりは昭和39年9

月， 学生代表が 面談を求めて来た時からである。 学生

代表は 開口一番「学生部長はわれわれに管理運営規程

を一言も相談しないで予算を引き受けて来るとはけ し

からん， それをどうしてくれるか」 との詰問であった。

私は憤然として 答えた。 「私はお盆休みを返上して文

部省に至り， 予算をつけて貰って来たのだから酒の一

本も持 って来て労をねぎらうのがエチケットではない

か， 今日はこれ以上談合は断る。 帰ってほしい」この

ようにして会館運営規程に対する学生との検討がはじ

まった。 学生の最も強い主張点は委員会のメンバーに

報 第247号

事務官を加 えることの排除であった。 国家の予算によ

って造った建造物であるから事務官の加わるのは当然

であり責任でもあるという主 張をくり返した。 そのう

ちに会館が完成したのに未だこの規程はさまらなかっ

た。 そこで私は勇断をもって規程を作らないで使用す

ることを試みた。 そして二ヶ月位かの経験を経て再び

検討委員会を聞いたところ， 原案の如くすんなり決ま

った。 この様にして紛争が避けられたのは幸いであっ

た。

次に寮の場合に移ろう。 まず寮名を広く寮生から募

集することとし「新樹寮」の命名となり， 門札は横田学

長の筆になった。 このすべり出しは幸先 よく進めるこ

とになったように思う。 寮生の主 張点は三つにしぼら

れる。 一つは防衛大学は寮費無料であるから閉じ日本

社 会に働くわれわれも無料にしてほしい。 そのこは自

治寮であるから入寮退寮については寮生が決定すべき

である。 その三は事務官を常駐させて貰っては困る。

個室のプライパシーは絶対である。 これ等の主 張に対

しーは学長の権限を越える問題であるから除外する。

二については一番談合がくり返された問題であるが厚

生係長の立合いのもとに学生が入退寮者を立案し， 最

後に学長が承認を与えることとなった。 その三につい

ては寮は国家の予算による施設であるから事務官の常

駐は当然であり責任でもある。 個室のプライパシーは

尊重する。 なお大学から寮までの聞の電柱毎に街灯を

つけ夜間の通行を安全にし， 夜は女子は必ず複数 で行

動 することを申し合せた。 約 10回にわたる談合の後，

以上の様な結論に到達したのである。

いよいよ 開寮に当って「おとこ， おみなの住む人聞

社 会だからともどもに協力 して明るく快適な寮風を作

ってほしい」という話しで乾杯した。 これは私にとつ

ひととき
て今も忘れられない一時であった。 以上の如く会館及

び寮の運営規程制定に当って紛争を起こさなかった大

学のーっとなったことは幸いであった。

筆者：昭和 6 年 3月富山師範学校に着任

昭和48年4月停年退職

昭和48年4月富山大学名誉教授の称号授与

昭和59年度国家公務員安全週間

昭和59年7月1日～7日

“もう一度” のゆとりから

生まれる職場の安全一一

ハb
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職 員 消 息

〈改 姓〉

教育学部

附属養護学 校 教諭 平 野 道子 （ 旧 姓 八 尾 ）

教育学部

事務補佐員 柴田 淑子 （ 旧 虫生 田島 ） 附属養護学 校 教諭 平 野 道子

〈新任者〉

庶 務 部

文 部 技 官 小林 裕 文部事務官 川 遁 誠

（庶務 課 施設 企 画主任）

施 設 課

文 部 技 官 岡田 勢一

（ 工 営 係 ）
事務補 佐員 柴田 淑子

教育学部

附属養護学 校 教諭 高見 玲子 経済学部

助 教 授 萩野 聡

〈住所変更〉

庶 務 部

職 員 主 任 谷 口 和 則

工 学 部

助 手 山田 茂

施 設 課

工 営 係 長 浜 出 峯ー 文 部 技 官 高瀬 均

人 文学部 ・ 理学部

文部事務官 津崎 勝彦
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主 要 行 事

19日 第36回北陸地 区 国 立大学体育 大会連盟運営

本 部 ｜ 協議会 （於 富 山 医科薬科大学）

5 月1日 部課長会議 22日 昭和 59 年度東海 ・ 北陸地 区 国 立大学学生部

2日 情報処理セ ン タ ー設置 準備委員会 次長課長会議 （於 金沢大学）

4 日 固 有財産事務電算化シ ス テ ム 説明会 23日 昭和59年度文部省共済組合全国主管課長会

（於 京都大学） 議 （於 東京青 山 会館）

7 日 部課長会議 定期健康診断 （教育学部）

計 算 機セ ン タ 一運営委員 会 北陸地 区 大学学生部懇話会

定期 X 線 （間接） 撮影 （於 北陸学院短期大学）

( 5 /22まで， 工学部除〈） 23 ～24日 定期 X 線 （間接） 撮影 （工学部）

9 日 中 国遼 寧 大学と学術交流協 定締結 24日 第2回学園ニ ュ ー ス 編 集委 員会

10 ～11日 第38 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立学校庶務部課長 24 ～25日 X 線間接撮影

会議 （於 金 沢 大学） 昭和59年度 国 立学校等会計 部課長会議

10 ～ 12日 昭和58年度会計 検査 院会計 実地検査 （於 東京 医科歯科大学）

11日 オ キ シ ダ ン ト 予行練 習 25日 第42回構内交通対 策 委 員会

全 国 大学保健管理協会東海 ・ 北陸地 方 幹部 中部地 区学生補導厚生研究会常任幹事会

会 （於 金沢大学） （於 大阪大学）

14日 昭和59年度 国 立 大学事務局長会議 中部地 区学生補導厚生研究会第28回総会

（於 国 立教育会館） （（於 大 阪大学）

授業料等減免選考委員会 27 日 第 8 団体育 祭

第 2回補導協議会 28日 昭和59年度国 立 大学学生部次長 ・ 課長 ・ 国

15日 第 l 回入学試験管理委員会 立高等専 門 学校学生課長会議

16日 国 大協理事会 （於 国 大協） （於 東 京医科歯科大学）

定期健康診断 （人文学部 ・ 理学部） 29日 昭和59年度 中部地 区人事担当課長会議

18日 第2 匝 評議会 （於 人事院中部事務局 ）

健康診断 第40回国立大学学生部次長協議会

第 l回入学者選抜方 法研究委 員 会専 門 委員 （於 千葉大学）

f" 三 3 0 日 昭和59年度大学入学者選抜 ・ 教務関係 事項

18 ～20 日 第 8回体育祭 連絡協議 会 （於 西宮市 民会館）
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6月

30～ 4 日 第29回大学祭

31 日
開学記念 日

永年勤続者表彰 式

学

E・E・－・『

5月2 日 教育実 習 委員会

予算委員会

9 日 教授会

10 日 大学院設置 推進委員会

11日 昭和58年度会計検査院会計 実地検査

16 日 3 ・ 4 年 次学生の定期健康診断

17 ～18 日 国立16大学人文 系学部長会議

（於 鹿 児島大学）

18 日 大学院設置推進委員会

22日 真率会役員会

教務委員会

教授会

人事教授会

入試関係の検討委員 会

25 日 2年次学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

職 員定期健康診断

31 日 大学院設置推進委員会

｜ 教 育 学 部 ｜
5月 8 日 昭和60年度入試基本構想委員会

9 日 学部教務委員会

人事教授会

10 日 昭和58年度会計検査 院会計 実地検査

11 ～ 12日 日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部会美術部

門研究協議会 （於 上越教育大学）

14 日 附属学校運営委員会

16 日 学部教務委員会

教授会

1 7 日 職業補 導委員会

18 日 日 本教育大学協会 第二部会音楽部門総会

（於 益 田 郡 下 呂町 ）

22～23 日 日 本教育大学協会北陸地 区第二部会家庭科

研究協議会 （於 石 川 郡 白 峰村 ）

附属小学校研究発表会

23 日 学生定期健康診断

報 第247号

24 ～25 日 春季全国国立大学教育学部長会議

（於 松 江 市 ）

全国国立大学教員養成学部事務長協議会

（於 西蒲原郡 弥 彦 村 ）

日 本教育大学協会北陸地 区 第 二部会 技術 ・

職業 ・ 職業指導部門 研究協議会

（於 更級郡上山 田町 ）

26 日 全 国国立大学附属学校連盟全国小 ・ 中学校

長及 び副校長連絡会

（於 足柄下郡箱 根町 ）

全 国国立大学附属学校連盟全国幼維 園部会

（於 足柄下郡箱根町 ）

27 日 全 国国立大学附属学校連盟 創 立35周 年記念

式 （於 足柄下 郡 箱 根町 ）

全 国国立大学附属学校連盟代議 員会

（於 足柄下郡箱根町 ）

30 日 紀要編集委員会

学部予算委員会

教授会

人事教授会

31 日 日 本教育大学協会代議 員 会 （於 東 京都）

一部一一学一一

済
一

一

経
一

5月 7 日 助 手室業務運営委員会

9 日 論集委員会

学部教務委員会

教授会

1 6 日 日 本 海経済研究所運営委員会

28 日 学部将来構想検討委員会

29 日 学部施設整備委員 会

30 日 学部教務委員 会

人事教授会

教授会

理 学 部
5月 9 日 教授会

理学研究科委員会

1 1 日 昭和58 年 度会計検査院会計 実地検査

16 日 学部 3 ・ 4 年次及 び大学院学生の定期健康

診断
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国立15大学理学部事務長会議

（於 弘前大学 ）

17～ 18日 国立15大学理学部長会議 （於 弘前大学 ）

21日 学科主 任会議

22日 真率会役員会

23日 教授会

人事教授会

28日 カラ ス 工作室運営委員会

エ 学

5月 1 日 学部補 導 委員会

2 日 移転実施計画委員会

1 1日 昭和58 年度会計検査 院会計実地検査

16日 教授会

工学研究科委員会

学生定期健康診断

1 7日 職 員尿検査

19日 学科主 任会議

2 1 ～ 22日 第34回国立大学工学部長会議 ・ 総会

（於 東京 ・ 日本海運倶楽部）

23日 教務委員会

定期 X 線 （間接 ） 撮影

24日 II 

25日 入試検討委員会

26日 学科主任会議

28日 図 書委員会

30 日 教授会

教 養 部

5月 9 日 将来計画 ・ 教官定 員配置検討委員会合 同 会

議

16日 教務委員会

23日 情報処理セ ン タ ー設置に伴 う 懇談会

24 ～ 25日 全 国 国 立大学教養部長 ・ 事務長協議会

報

（於 岩手大学）

28日 推 薦委員会

30 日 人事教授会

教授会

附 属 図 書 館

5月1 5日 商議会

第247号

21日 電算化 ワ ー キ ン グ グループ打合せ

24 ～ 25日 定期X 線 （間接 ） 撮影

29 ～ 30 日 昭和 59年度国立大学附属図 書館事務部課長

会議 （於 東 京 医科歯 科大学 ）

ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜
5月28日 ト リ チウ ム 科学セ ン タ ー運営委員会

｜ 保 健 管 理 セ ン タ ー ｜
5 月

7 ～ 25日 定期 X 線 （間接 ） 撮影 （五福地 区 ）

16日 人文 ・ 理 ・ 工学部定期健康 診断

23日 教育学部定期健康診断

23～ 24 B 定期 X 線 （間接 ） 撮影 （工学部）

25日 臨時健康診断 （駅伝大会出場者 ）

｜ 経営短期大学部 ｜
5月10 日 第 2回財務 ・ 将来構想合同 委員会

16日 第 2回授業料等減免選考 委員会

17日 第 3回教授会

第 3回財務委員会

19 ～ 20 日 昭和59年度厚生補導特別 企 画学生研修会

（於 岐阜県高山市 市 営 国 民宿舎飛騨 ）

一職員会館の宿泊の御案内一
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＠利用日・ ・ … ・ 土 ・ 日曜日及 び祝日も利用 で き ま す．グ

＠ 申 し 込み … 利用 目 の 2 日前 ま で に グ

＠ 門 限時刻 … 午後1 0時… … …御協力 を … … … グ
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資 料

昭和58年度卒業生産業別就職状況

よご： 文学部

人
教育学部経学部済

理 工 ii 入
学 Aナu. 
音E 音B 自十

農 業
林 業
漁 業 ・ 水 産 養 殖 業
鉱 業
建 設 業 3 4 2 4 1 3  

食 料 ロEヨロ 10 1 4 1 5  
繊 中性 4 1 3 8 

製 f[l 席lj 6 2 2 10 
化 十主4 I 業 3 1 7 18  1 3  42 
石 油 ・ 石 炭 製 品

童文 鋼 2 2 
造 非 主夫 金 屑J 2 9 1 1  

金 E量 製 日0日 2 5 2 10 19 
一 般 機 械 器 具 8 5 24 38 
電 気 機 械 器 具 1 1 4  1 9  59 93 

業 輸 送 用 機 械 器 具 3 7 20 30 
精 密 機 械 器 具 4 4 
そ グ〉 他 1 1 9 2 1 3  26 

百十 14 5 66 50 163 298 
商 事 貿 易 3 1 2  2 6 24 

卸小
百 貨 店 ・ ス ー パ ー 14 6 3 4 27 

完売
言十 1 7  18  5 1 0  5 1  

�.［ 1T 2 18  2 22 

保金融
険

信用金庫 ・ 信用組合 17 18  
保 険 業 10 10 
証 券 ・ 商 品 取 引 4 16 1 21  

計 7 61  3 7 1  

昭和59年 5 月 1 日現在

よ〈部 文学部人 書部 経学済部
理 工 ぷ口入

戸十以． 戸f,,_ 
音E 部 計

不 重力 産 業
運 輸 倉 庫 業 5 4 9 
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 2 7 9 

新 聞 出 版 2 1 3 
7 ス

ラ ジ オ ・ テ レ ビ 2 2 
コ ミ

計 4 1 5 
広 告 ・ 観 光 業 2 2 

サ
医 療 保 健 業 2 2 
非 営 利 的 団 体 1 3 6 

ビ
公 共 企 業 体 等

ス
計 3 3 2 1 1 10 

教 育 17 149 1 19 187 
国 家 公 務 員 1 3 8 4 16 

ノdι、、、 地 方 公 務 員 5 1 25 6 37 
務 6 4 33 4 6 53 
上 記 以 外 の も の 26 7 81  28 1 4  156 
.g. �i- 97 169 274 1 1 2 2 1 0  862 

大企業 （従0業0人員以上数1) 42 1 178 48 165 434 

規模別就職先
中 企業 ／（従30 ～業 2員99数人1） 24 8 56 32 34 154 

小企業 （z従9 人業以員下数l) 4 4 6 5 4 23 

,,,. Z二 業 以 外 27 156 34 27 7 25 1 
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昭和58年度卒業生地域別 就職状況
昭和59年 5月 1 日現 在

出土
中 音日

北海道 東 北 関 東

そ の他富山県

近 畿 中 国 四 国 九 州 海 外 合 計

人文学部 。 。 16 34 34 12 。 。 1 。 97 

教育学部 。 。 3 147 16 2 。 。 。 1 169 

経済学部 1 63 93 88 2 8  。 。 。 0 2 74 

理 学 部 1 。 31 2 8  43 8 。 1 。 。 1 12 

工 学 部 。 。 44 75 70 2 1  。 。 。 。 2 10 

メ口入
計 2 1 157 377 2 51 7 1  。 1 1 1 862 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ． ー ー － ー ． ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 司・ ー ー ， － － ・ ・ － － － － － ・ ー ・ ・ ・・ ・ ・ ー ． 事 働 E - - - － － － － － － － － － 『曲 ー ・ － － － － － － － － － ー ー ー ー － － － － － － ・ ． ， ・ ． ・ 暗 唱p ・ ， ． ． ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ F ・ ・ ー ・ ・ ー ． ， ・ ． ， ． ． ． ． ． ． ． ．

% 
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0 .2 0 . 1 18 .2 4 3 . 8 2 9 . 1  8 . 3  。 0 . 1 0 . 1 0 . 1 10 0 

＠ 退庁， 退室の際 に は ， 戸締りの徹底 ・ 電気， ガ スの消 し 忘れ， タ バ コ の吸積の後始

末 に十分注意 し ， 盗難の防止 ・ 火 災の予防 に心が け ま し ょ う グ

＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源 に協 力 し ま し ょ うグ

＠ 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支障 を 来 さ な い よ う安全運転 に努め定め

られた交通方法， 歩行者の安全及 び騒音防止 に 努 め ま し ょ う．グ

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 附


